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人のうごき
（平成10年11月１日現在）

世帯数　　　　538戸
男　子　　　　688人
女　子　　　　715人
計　　　 1,403人

Ｈ9.11.1現　1,418（△ 15）
Ｈ8.11.1現　1,445（△ 42）
Ｈ7.11.1現　1,482（△ 79）
Ｈ6.11.1現　1,553（△150）
Ｈ5.11.1現　1,561（△158）

「
癌
」
治
療
技
術

が
進
歩
し
た
今
日
、

な
お
死
亡
率
第
一
位

の
病
と
し
て
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
無
差

別
に
襲
い
、
私
達
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
も

数
多
く
の
人
々
に
深

い
悲
し
み
を
残
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
知
人
（
二
十
代
の
新

妻
）
が
癌
の
末
期
を
迎
え
意
識
朦

朧
と
し
た
中
で
、
付
き
添
う
夫
に

「
一
度
私
を
抱
い
て
」
と
一
言
、

そ
の
夫
は
蝕
ま
れ
て
細
く
な
っ
た

妻
を
そ
っ
と
抱
き
「
こ
れ
で
い
い

か
い
」「
・
・
」
そ
の
後
は
言
葉

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
余
命
幾

許
も
な
い
”生

“
の
温
も
り
を
確

か
め
合
っ
た
一
瞬
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
数
日
後
、
短
い
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
が
、
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
と
思
い
出
す
た
び
涙
せ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
不
治
の
病
の
癌
も
現
在
で

は
「
生
活
習
慣
病
」
と
呼
ば
れ
日

常
の
生
活
習
慣
で
予
防
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
健
康
的
な
も

の
に
改
善
す
る
こ
と
で
予
防
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
よ
う
で
す
。

豊
か
で
健
康
な
生
涯
を
送
る
為

定
期
的
な
検
診
で
早
期
発
見
と
予

防
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
明
る
く
笑

う
こ
と
で
免
疫
力
が
上
が
り
抵
抗

力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
。

（
Ｋ
）
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（1） 平成10年11月25日 か　　わ　　べ 第 128 号

車
の
試
乗
、
放
水
や
消
防
器
具
の

取
扱
い
な
ど
を
肌
で
体
験
し
、
火

災
予
防
の
大
切
さ
と
消
防
の
仕
事

に
つ
い
て
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

今
後
、
子
供
た
ち
が
火
災
予
防

の
大
切
さ
を
知
る
大
人
に
育
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

去
る
十
月
二
十
二
日
、
河
辺
小

学
校
三
・
四
年
生
児
童
十
七
名
が

大
洲
消
防
署
川
上
支
署
に
お
い

て
、
消
防
体
験
学
習
を
行
い
ま
し

た
。こ

れ
は
、
社
会
科
の
授
業
に
あ

わ
せ
て
、「
火
災
を
防
ぐ
、
消
火

の
し
く
み
、
水
害
に
備
え
る
、
救

急
や
救
助
に
つ
い
て
」
な
ど
の
項

目
を
質
疑
応
答
や
実
際
に
目
で
見

て
手
で
触
れ
消
防
署
の
仕
事
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

半
日
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
ポ
ン
プ
車
・
は
し
ご
車
・
救
急

河
辺
小
三
・
四
年
生
児
童
が

「
消
防
体
験
学
習
」

放 水 体 験 中 の 河 辺 小 児 童



恒
例
に
な
り
ま
し
た
健
康
・
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
役
場
周
辺

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
で
行
わ
れ
た
文
化
協
会

発
表
会
は
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ

等
、
ま
た
今
回
一
般
と
小
中
学
生

混
声
の
コ
ー
ラ
ス
の
他
に
小
中
学

生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
舞
踊
も
行
わ

れ
発
表
会
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
保

世
帯
の
う
ち
、
平
成
九
年
中
の
健

康
世
帯
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
小
林

強
氏
外
九
名
の
方
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
講
演
会
で
は
、家
族

そ
ろ
っ
て
歯
み
が
き
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
有
名
な
中
原
ひ
と

み
先
生
の「
私
の
健
康
法
」と
題
し

た
、自
分
の
体
験
を
も
と
に
し
様
々

な
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
で
、来
場

さ
れ
た
村
民
の
方
も
熱
心
に
聞
き

い
っ
て
い
ま
し
た
。

第 128 号 か　　わ　　べ 平成10年11月25日（2）

健
康
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～中原ひとみさん～

頼
　
芳

三
久
保
清
水

夫
妻

ヨ
シ
ミ

平成10年10月１日現在、結婚してから、50年（昭和23年10月１日までに結婚された方が該当します）

を迎えられたご夫婦をご招待して、金婚者祝賀会が、ふるさとの宿で行われました。

該当するご夫婦、12組の方々をご招待したところ７組の出席がありました。

皆さんおめでとうございます。

範
　
男

中
　
居
佐
伯

夫
妻

徳
　
子

昌
　
照

川
　
崎
徳
見

夫
妻

サ
チ
コ

一
　
海

下
大
成
水
本

夫
妻

ミ
　
ス

正
　
照

宮
　
谷
和
泉

夫
妻

ミ
ノ
ル

猛

鴨
　
谷
向
井

夫
妻

粂
　
子

晴
　
明

寺
薮
中
武
田

夫
妻

ヨ
シ
子

安
　
男

上
大
成
浦
野

夫
妻

カ
ツ
ミ

幸
太
郎

鴨
　
谷
大
見

夫
妻

ス
エ
コ

吉
　
春

三
久
保
玉
岡

夫
妻

キ
ク
ヨ

伊
三
男

露
　
内
露
内

夫
妻

ミ
ツ
子

猛

名
場
連
浜
田

夫
妻

喜
代
子

祝Z 金婚式
10／6

10／25

青
空
市
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
婦

人
会
バ
ザ
ー
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
い
、
ま
た
情
報
化
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
子
ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
、
健
康
ク
イ
ズ
、

幼
・
小
・
中
・
一
般
の
方
々
の
力
作

ぞ
ろ
い
の
作
品
展
を
行
い
、今
年
も

充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
行
わ
れ
た
農
林
産

物
品
評
会
の
主
な
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

河
辺
村
長
賞

徃
見
　
隆
俊
（

栗

）

肱
川
地
区
林
材
業
振
興
協
議
会
長
賞

本
田
　
　
修
（
乾
し
い
た
け
）

河
辺
村
議
会
議
長
賞

藤
田
八
重
子
（
ゆ
　
　
ず
）

河
辺
村
森
林
組
合
長
賞

城
戸
　
秀
寿
（
乾
し
い
た
け
）

川
上
商
工
会
長
賞

谷
本
　
愛
子
（
シ
ソ
の
実
佃
煮
）

大
洲
農
業
協
同
組
合
河
辺
支
所
長
賞

長
岡
　
善
男
（
キ
ウ
イ
）

特
　
別
　
賞
（
銅
賞
）

清
水
　
頼
芳
（
冬
　
　
瓜
）

～私たちの“光”を見て～



● 

● 

● ● 

せ
て
三
コ
ー
ス
か
ら
選
ぶ
様
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

浪
漫
八
橋
に
映
え
る
山
々
の
紅

葉
は
正
に
見
頃
、
あ
ち
こ
ち
で
カ

メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
音
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
榎
ケ
峠
か
ら
の

山
道
で
は
、「
こ
う
い
う
所
を
歩

い
て
み
た
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
、

楽
し
ん
で
歩
か
れ

て
い
ま
し
た
。

（3）平成10年11月25日 か　　わ　　べ 第 128 号

9／29

～連帯感が見事でした～

大
洲
喜
多
地
区
農
業
委
員
の
交
流
と
親
睦
を
目
的
と
し
て
、
五
十
崎
町
の

竜
王
球
場
に
て
、
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

河
辺
村
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
ま
ず
大
洲
市
チ
ー
ム
と
対
戦
し
初
回

に
九
点
を
先
制
さ
れ
ま
し
た
が
最
終
回
に
逆
転
し
、
つ
ぎ
に
内
子
町
チ
ー
ム

と
対
戦
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
発
揮
し
て
大
差
で
圧
勝
し
ま
し
た
。

決
勝
で
は
優
勝
候
補
の
肱
川
町
チ
ー
ム
と
熱
戦
を
展
開
し
、
劇
的
な
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
を
お
さ
め
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
勝
!!
大
洲
喜
多
地
区

農
業
委
員
会
親
善
球
技
大
会

10／6

交通事故に気をつけて

河
辺
小
学
校
児
童
に

よ
る
「
交
通
安
全
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
」
が
、
植
松

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
パ
レ
ー
ド
は
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
、
村
民
へ
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
、
河
辺
駐

在
所
の
パ
ト
カ
ー
を
先

導
に
小
学
校
全
児
童
五

十
八
名
が
参
加
し
元
気

に
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。
パ
レ
ー
ド
終
了

後
、「
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。」
と
大
野
村
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

交通安全鼓笛パレード

「
愛
媛
歩
け
歩
け

会
」
会
員
二
百
名
余

り
の
方
が
秋
晴
れ
の

下
、
坂
本
龍
馬
脱
藩

の
道
を
歩
か
れ
ま
し

た
。
行
程
は
、
ふ
る

さ
と
の
宿
と
榎
ケ
峠

の
往
復
で
す
が
、
自

分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

11／15

戦
没
者
追
悼
式

河
辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
94
名
の
出
席

者
の
も
と
、
村
長
式
辞
に
続
き
、

118
柱
の
英
霊
に
対
し
黙
と
う
を
捧

げ
、
全
員
が
献
花
を
し
て
河
辺
村

の
発
展
と
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。

11／12三
杯
谷
の
滝
で
は
、
滝
ま
つ
り

が
行
わ
れ
、
多
勢
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

キ
ジ
な
べ
等
食
べ
放
題
、
甘
酒

等
飲
み
放
題
と
地
元
の
方
々
に
よ

る
手
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。野

外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

東
宇
和
郡
野
村
町
か
ら
招
い
た
チ

ビ
ッ
コ
舞
踊
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

盛
ん
に
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 ～今年も　決めました～

11／8

三
杯
谷
滝
ま
つ
り

～大人に負けないぞー～

春
日
神
社
の
地
方
祭
で
、
恒

例
の
か
わ
い
い
園
児
た
ち
の
「
子

ど
も
神
こ
し
」
が
登
場
。
十
六
名

の
元
気
な
掛
け
声
に
お
祭
り
を
に

ぎ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

見て！感じて！紅葉の秋
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川
上
地
区
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
肱
川

町
民
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
優
勝
二
つ
、
二
位
七
つ
、
三
位

三
つ
と
い
う
成
績
で
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

大
会
前
に
「
練
習
の
と
き
よ
り
良
い
記
録

を
出
す
」「
全
力
を
出
し
て
が
ん
ば
る
」
等

の
目
標
を
も
っ
て
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
ベ
ス
ト

記
録
を
出
し
、
優
勝
こ
そ
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
各
自
の
力
を
出
し
切
っ
て
よ
く
が

ん
ば
り
ま
し
た
。

六
十
ｍ
走
塚
野
　
謙
二

九
秒
一
二
位

百
ｍ
走
田
中
　
優
也
十
五
秒
三
三
位

塚
野
　
謙
治
十
五
秒
二
二
位
　

六
十
ｍ
ハ
ー
ド
ル

田
中
　
優
也
十
秒
八

二
位

走
り
幅
跳
び

松
田
　
浩
二
三
ｍ
五
十
二
㎝

三
位

山
田
か
お
り
三
ｍ
四
㎝
二
位
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

上
林
恵
里
香
三
十
三
ｍ
六
十
六
㎝

一
位

新
　
　
優
佳
三
十
三
ｍ
五
十
八
㎝

二
位

四
百
ｍ
リ
レ
ー

一
分
二
秒
四

二
位

一
分
八
秒
〇

三
位

【
四
年
生
以
下
】

六
十
ｍ
走
松
田
　
英
明
十
〇
秒
二
二
位

百
ｍ
走
松
田
　
英
明
十
六
秒
五
一
位

「
バ
ナ
ナ
で
く
ぎ
が
打

て
ま
す
。」
と
い
う
Ｃ
Ｍ

を
以
前
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
の
実
験
を
四

国
電
力
の
協
力
で
、
小
学
校

児
童
全
員
が
体
育
館
内
で

「
科
学
学
習
教
室
」
と
し
て

体
験
で
き
ま
し
た
。
マ
イ
ナ

ス
二
百
度
の
液
体
空
気
で
物

を
凍
ら
せ
て
バ
ナ
ナ
、
花
、

ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
カ
チ
カ
チ
に

し
て
、
手
で
裂
い
た
り
、
床

に
落
と
し
て
、
パ
リ
ン
と
音

を
立
て
て
割
れ
た
り
と
、
児

童
た
ち
は
大
喜
び
。

河
辺
小
学
校
を
主
会
場
に
、「
小
さ

な
勇
気
が
大
き
な
力
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
学

生
始
め
各
団
体
よ
り
二
百
六
十
七
名
の

参
加
者
が
あ
り
、
村
民
の
人
権
に
対
す

る
熱
意
が
伝
わ
る
大
会
で
し
た
。

午
前
中
は
、
小
中
学
校
共
に
、

人
権
を
主
題
と
し
た
公
開
授
業

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
お
目
当

の
学
級
を
熱
心
に
参
観
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
、
低
中
高
学
年

別
の
学
団
別
懇
談
会
が
持
た

れ
、
授
業
の
こ
と
や
人
権
に
関

わ
る
こ
と
等
に

つ
い
て
、
教
師

と
参
加
者
が
活

発
な
意
見
交
換

を
さ
れ
ま
し

た
。午

後
は
、

全
体
会
で
開
会

行
事
に
引
き
続

き
、
小
学
校
四

年
生
松
田
英
明

君
の
「
ト
マ
ト

作
り
」、
六
年

生
新
田
由
唯
さ
ん
の
「
友
達
」、
中
学

校
二
年
生
栄
野
雅
章
君
の
「
い
じ
め
っ

て
…
」、
三
年
生
田
中
恵
子
さ
ん
の

「
新
し
い
生
活
は
あ
な
た
自
身
で
拓
こ

う
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
武
田
福
男
さ
ん
は
「
す

ば
ら
し
い
友
達
を
つ
く
ろ
う
」
と
題
し

て
、
会
場
を
爆
笑
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

役
場
職
員
谷
本
富
英
さ
ん
の
「
マ
ス
コ

ミ
報
道
と
人
権
」
な
ど
の
、
人
権
作
文

（
意
見
）
発
表
が
あ
り
、
ど
れ
も
参
加

者
の
胸
を
打
つ
感
動
的
な
内
容
で
し

た
。最

後
に
、
野
村
高
校
繁
桝
義
一
先

生
と
渓
筋
公

民
館
長
土
居

真
二
先
生
に

よ
る
、
人
権

コ
ン
サ
ー
ト

が
あ
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲

の
「
日
だ
ま

り
」な
ど
で
、

音
楽
に
託
し

た
人
権
尊
重

を
訴
え
る
す
ば
ら
し
い

内
容
に
一
同
が
感
激
を

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

苦
し
み
を
分
か
ち
合

い
、
喜
び
を
分
か
ち
合

う
軟
ら
か
な
心
で
さ
さ

や
け
ば
、
き
っ
と
思
い

は
光
に
な
る
…
と
、
共

に
輝
く
大
切
さ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小さな勇気が大きな力に11／5
第５回
～河辺人権のつどい～

～楽しい発表でした～

～音楽による人権コンサート～

～保護者の応援が心強く大きな力に～

ま
た
、
電
気
コ
ー
ド
を
牛
乳
パ
ッ
ク
に

通
し
て
パ
ン
を
焼
き
上
げ
た
り
、乾
電
池
作

り
、野
外
で
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
な
ど
科
学

の
面
白
さ
を
実
感
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

陸
上
競
技
大
会

10／15不思議体験 －200℃の世界
11／6

上
野
・
松
田

塚
野
・
田
中

松
下
・
山
田

武
田
・
浦
野

～ゴムボールがカチカチに～
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レ
ー
等
各
種
目
に
白
熱
し
ま
し

た
。午

後
か
ら
恒
例
の
河
辺
音
頭
で

ち
ょ
っ
と
一
息
。
十
九
踊
り
連
の

参
加
で
、
各
団
体
ユ
ニ
ー
ク
な
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
で
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
盤
よ
り
坂
本
分

館
が
勢
い
に
の
り
、
八
年
ぶ
り
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
年

度
最
後

の
分
館

対
抗
と
な
り
ま

し
た
、
レ
ク
バ

レ
ー
、
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

大
会
が
、
河
辺

中
学
校
体
育
館

及
び
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
選
手
宣

誓
で
昨
年
度
優

勝
の
男
子
植
松
分
館
上
林
忍
選
手

と
女
子
坂
本
分
館
馬
喰
田
哲
子
選

手
の
ユ
ニ
ー
ク
な
宣
誓
で
プ
レ
ー

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
老
若
男
女
を
問
わ

ず
大
勢
の
参
加
で
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

試
合
の
方
は
緊
迫
し
た
試
合
が
続

き
、
熱
戦
を
征
し
た
の
は
次
の
分

館
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。レ

ク
バ
レ
ー
男
子

坂
本
分
館
（
二
年
ぶ
り
）

レ
ク
バ
レ
ー
女
子

植
松
分
館
（
五
年
ぶ
り
）

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

植
松
分
館
（
二
連
覇
）

✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠

✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠ ✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠

「
か
わ
べ
」
を
ご
愛
読
の
皆

様
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
現
在
、

松
山
市
の
郊
外
に
あ
る
小
さ
な

町
に
主
人
と
高
校
生
の
娘
と
夫

の
両
親
（
長
男
は
長
崎
）
の
五

人
で
住
ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
、
久
し
ぶ
り
に
行
っ

た
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
山
々
に

響
き
渡
る
花
火
の
音
と
光
、
し

ば
し
幻
想
の
世
界
で
し
た
。
な

つ
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
も
出
会
え

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

帰
り
ま
し
た
。
私
の
通
っ
た
小

学
校
は
お
し
ゃ
れ
な
宿
泊
施
設

に
変
わ
り
ま
し
た
。
で
も
昔
の

名
残
り
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
そ

こ
に
佇
む
と
三
十
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
い
ろ
ん
な
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
母
校
が
新

し
い
形
で
残
っ
て
い
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

河
辺
は
新
聞
に
も
テ
レ
ビ
に

も
よ
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。
ひ
い

き
目
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
知
名

度
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

勤
め
て
い
る
所
で
も
「
河
辺
っ

て
ど
ん
な
所
？
」「
一
度
、
行

っ
て
み
た
い
。
連
れ
て
っ
て
」

と
言
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
ツ
ア
ー
で
も
組

ん
で
繰
り
出
そ
う
か
っ
て
言
う

話
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

は
う
れ
し
い
か
ら
連
れ
て
っ
て

あ
げ
た
い
。
さ
て
、
何
処
を
案

内
し
よ
う
か
し
ら
？

「
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
龍
馬
脱

藩
の
道
」
あ
の
よ
う
な
催
し
物

が
新
緑
と
紅
葉
の
季
節
に
あ
っ

た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
自

然
に
親
し
ん
で
い
る
人
達
が
多

く
い
る
今
、
き
っ
と
喜
ぶ
で
し

ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
な
く
て
も
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
も
見
な
が
ら
山
歩
き
を
し
て

樹
木
や
野
草
、
鳥
の
名
前
も
わ

か
れ
ば
さ
ら
に
グ
ッ
ド
。
い
ろ

い
ろ
個
人
的
な
趣
味
で
思
い
つ

く
ま
ま
書
き
ま
し
た
。

最
後
に
村
の
良
き
文
化
が
伝

承
さ
れ
、
人
も
村
も
生
き
生
き

と
輝
き
続
け
発
展
さ
れ
る
事
を

祈
っ
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
望
む

松
山
市

野
本
八
千
代

（
旧
姓
請
田
）

（
寺
薮
中
出
身
）

～早く入れなきゃ～

ピ
ー
ッ
ピ
　
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
と
響

き
渡
る
小
学
生
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
、
秋
晴
れ
の
中
「
第
三
十
四
回

村
民
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
農
繁
期
の
忙
し
い
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
各
分
館
の
和
が
結

集
さ
れ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
二
宮
運

営
委
員
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
、

年
間
最
多
勝
利
賞
の
授
与
が
坂
本

分
館
に
あ
り
、
大
野
大
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
続
い

て
長
岡
議
長
よ

り
温
か
い
激
励

の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
で

は
、
昨
年
度
制

覇
の
大
伍
分
館

寺
野
裕
明
選
手

の
力
強
い
宣
誓

が
あ
り
競
技
が

開
始
さ
れ
ま
し

た
。
競
技
種
目

で
は
、
運
営
委
員
会
等
で
協
議
さ

れ
た
新
規
種
目
が
採
り
入
れ
ら

れ
、
玉
入
れ
、
二
百
・
三
百
歳
リ

～そこどけ　そこどけ～

スポーツの秋
村民運動会

10/10

～ナイスカバー～

11/15
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「
河
辺
村
の
う
た
歌
詩
募
集
」
に
、
応

募
総
数
四
十
八
点
、
応
募
者
数
三
十
九
名

（
う
ち
、
村
内
よ
り
十
八
点
）
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。河
辺
村
の
歌
制
作
委
員
会
、

ま
た
、プ
ロ
の
方
の
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

香
川
県
　
原
文
彦
さ
ん
の
作
品
が
採
用

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
河
辺
村
　
戸
田
薫
明
さ

ん
・
松
山
市
　
岸
田
千
束
さ
ん
の
作
品

が
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

お
元
気
で
す
か

―
河
辺
の
恋
唄
―

作
詞
　
原
　
文
彦
　
　
補
作
　
島
田
陽
子

作
曲
　
池
田
八
声
　
　
唄
　
　
嶺
よ
う
子

一
、
御み

幸ゆ
き

の
橋
で
　
せ
せ
ら
ぎ
聞
け
ば

思
い
出
し
ま
す
　
あ
の
人
を

俺
も
い
つ
か
は
　
平
成
の

龍
馬
に
な
る
よ
が
　
口
癖
だ
っ
た

お
元
気
で
す
か
…

故
里
は
も
う
春
　
あ
な
た
の
好
き
な

花
が
咲
い
て
ま
す

二
、
三
杯
谷

さ
ん
ば
い
だ
に

の
　
飛
沫
し
ぶ
き

の
白
は

そ
う
よ
　
わ
た
し
の
心
で
す

進
む
は
な
し
を
　
断
っ
て

見
つ
め
る
水み
な

面も

に
　
蛍
が
ひ
と
つ

覚
え
て
ま
す
か
…

お
祭
り
の
約
束
　
あ
の
日
の
ま
ま
で

わ
た
し
待
っ
て
ま
す

三
、「
夜
明
け
の
道
」
で
　
あ
の
人
待
て
ば

女
の
夜
明
け
も
　
来
る
で
し
ょ
か

か
じ
か
鳴
く
鳴
く
　
こ
の
里
の

山
の
深
さ
は
　
情
け
の
深
さ

愛
し
て
い
ま
す
…

屋
根
橋
八
つ
橋
　
も
み
じ
の
頃
は

あ
な
た
　
会
え
ま
す
か

介護保険で受けられるサービス 介護保険ミニ情報介護保険では、在宅で介護されている人が受けられるサービスがありま
す。在宅でのサービスを行うのは、県知事の指定を受けた「居宅サービス
事業者」で、民間の事業者もあり、効率的なサービス提供体制がめざされ
ています。施設での介護サービスは、特別養護老人ホームなどの施設に入
院（入所）している人を対象に行われます。これらの施設では、その施設
の介護支援専門員（ケアマネージャー）が要介護者ごとに施設サービス計
画を作成し、計画に従ってサービスを提供します。

施設でのサービス在 宅 で 受 け ら れ る サ ー ビ ス

■訪問介護（ホームヘルプサービス）
ホームヘルパーが家庭を訪問して、

介護や家事の援助をする。
■訪問入浴
浴槽を積んだ入浴車で家庭を訪問す

る。
■訪問看護
看護婦などが家庭を訪問する。
■訪問・通所によるリハビリテーション
理学療法士（ＰＴ）・作業療法士

（ＯＴ）などが、家庭や施設でリハビリ
テーションをする。
■かかりつけ医の医学的管理等
医師・歯科医師・薬剤師などが家庭

を訪問し、療養上の指導や管理をする。
■日帰り介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどで、入浴、

食事、機能訓練等をする。
■短期入所サービス（ショートステイ）
介護を必要とする人を介護施設で短

期間預かる。
■痴呆の要介護者のためのグループホ
ームにおける介護
痴呆で介護を必要とする人たちが10

人前後で共同生活をする住居（グルー
プホーム）で介護する。
■有料老人ホーム等における介護
有料老人ホームなどでの介護サービ

スも介護保険の対象となる。

■福祉用具の貸与およびその購入費の
支給
車椅子や特殊ベッドなどの福祉用具

を貸し出すほか、特殊尿器などは購入
費を支給する。
■住宅改修費の支給
手すりの取り付けや段差解消など小

規模な改修の費用を支給する。
■居宅介護支援
（ケアマネジメントサービス）
介護を必要とする人の心身の状況、

意向などを踏まえ、上記のサービス利
用について、居宅サービス計画（ケア
プラン）を作成し、確実に利用できる
よう介護サービス提供機関等との連絡
調整などを行う。

［このほか、市区町村によって独自の
サービスを行うところもある］

■特別養護老人ホーム
常時介護が必要で、在宅で介護を

受けるのが困難な人の生活の場です。
■老人保健施設
入院して急性期の病気の治療が終

わった人に、家庭に戻れるようリハ
ビリなどを行います。期間は３ヵ月
をめどとしていますが継続もできま
す。
■療養型病床群などの介護体制の整
った医療施設
治療よりも長期にわたる介護が必

要な高齢者が入院します。完全看護
で、病室や廊下の幅を広くしたり、
食堂や浴室をつけて、一般病院より
も住みやすさを考えています。

●定められた介護保険施設に入院（入
所）して介護サービスを受けたときは、
厚生大臣が定めた基準による費用の９
割は施設介護サービス費として施設に
払われ、要介護者はその費用の１割の
ほか、食事の標準負担額、日用品や理
容・美容代、教養娯楽のための経費な
ど日常生活に要する費用を負担しま
す。



給
油
す
る
と
き
の
注
意
点
は
？

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
火

を
つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る
こ
と

は
大
変
危
険
で
す
。
給
油
す
る

前
に
は
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。
給
油
の
後
は
燃
料

タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん

と
し
め
た
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
扱
い
に
つ
い
て

ひ
と
冬
を
一
緒
に
す
ご
す
ス

ト
ー
ブ
で
す
。
使
い
始
め
る
前

に
必
ず
点
検
整
備
を
し
ま
し
ょ

う
。火

が
つ
き
に
く
か
っ
た
り
、

変
な
臭
い
が
し
た
り
、
少
し
で

も
異
常
が
あ
れ
ば
、
使
わ
ず
に

お
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
を
置
く
場

所
の
ま
わ
り
に
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま

に
近
す
ぎ
な
い
か
、
棚
か
ら
物

が
落
下
す
る
恐
れ
は
な
い
か
、

安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
確
認

も
お
願
い
し
ま
す
。
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寒
い
季
節
、
特
に
お
風
呂
や

布
団
に
入
っ
た
あ
と
体
が
か
ゆ

く
な
り
ま
せ
ん
か
？
他
の
皮
膚

病
と
違
い
体
中
が
か
ゆ
い
の
に

赤
く
も
な
く
、
ぶ
つ
ぶ
つ
も
出

て
い
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
年

配
の
人
に
多
い
こ
の
症
状
は
、

「
皮
膚
そ
う
よ
う
症
」
と
呼
び

ま
す
。

汗
と
一
緒
に
出
る
う
す
い
あ

ぶ
ら
が
か
ら
だ
の
表
面
を
守
っ

て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
こ

と
で
「
あ
ぶ
ら
切
れ
」
に
な
り
、

か
ゆ
く
な
り
ま
す
。

（１）
体
質：

生
ま
れ
つ
き
、
あ
ぶ

ら
の
多
い
少
な
い
が
あ
り
ま

す
。

（２）
年
齢：

10
歳
か
ら
20
歳
の
こ

ろ
あ
ぶ
ら
は
い
ち
ば
ん
多

く
、
年
と
と
も
に
少
な
く
な

り
ま
す
。

（３）
風
呂
の
入
り
す
ぎ：

必
要
な

あ
ぶ
ら
ま
で
流
れ
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。

（４）
寒
さ
・
空
気
の
乾
燥：

寒
い

時
期
に
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
と
、
か
ゆ
み
が
強
く
感
じ

（４）
電
気
毛
布
は
か
ゆ
み
を
強
く

し
ま
す
。

（
そ
の
他
）

（１）
洗
濯
の
す
す
ぎ
は
十
分
に
し

ま
し
ょ
う
。

（２）
肌
着
は
木
綿
の
も
の
が
良
い

よ
う
で
す
。

（３）
寒
い
時
期
に
は
、
手
袋
、
マ

フ
ラ
ー
、
マ
ス
ク
な
ど
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

（４）
ア
ル
コ
ー
ル
、
香
辛
料
、
熱

い
食
べ
物
、
味
の
濃
い
食
べ

物
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い
よ

う
で
す
。

（５）
か
け
ば
か
く
ほ
ど
か
ゆ
く
な

る
の
で
、
冷
た
い
も
の
を
当

て
て
我
慢
す
る
の
も
こ
つ
で

す
。

（６）
夜
寝
た
後
に
無
意
識
に
か
い

て
し
ま
っ
て
悪
く
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
爪
を
つ
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

診
療
所
で
の
治
療
法

（１）
飲
み
薬：

抗
ア
レ
ル
ギ
ー

薬
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
と
い

わ
れ
る
飲
み
薬
を
主
に
使
い

ま
す
。

（２）
塗
り
薬：

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
、
皮
膚
保
湿
剤
の
入
っ

た
塗
り
薬
を
使
い
ま
す
。

冬
場
の
こ
の
よ
う
な
か
ゆ
み

に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診

療

所

だ

よ

り

冬
の
「
か
ゆ
み
」

や
す
い
で
す
。

自
分
で
出
来
る
予
防
法

（
入
浴
に
つ
い
て
）

（１）
毎
日
は
お
風
呂
に
入
ら
な
い

か
、
入
る
の
な
ら
短
時
間
に
し

ま
し
ょ
う
。

（２）
（
特
に
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
で
）

ご
し
ご
し
体
を
洗
う
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

（３）
あ
ま
り
熱
い
お
湯
は
さ
け
ま
し

ょ
う
。

（４）
ア
ル
カ
リ
性
の
低
い
石
鹸
を
、

顔
、脇
、手
と
足
な
ど
汚
れ
や
す

い
部
分
だ
け
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

（５）
風
を
当
て
て
体
を
乾
か
さ
ず
、

吸
湿
性
の
高
い
タ
オ
ル
で
軽
く

叩
き
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。

（
室
内
の
暖
房
に
つ
い
て
）

（１）
気
温
の
低
す
ぎ
、
逆
に
暖
房
の

効
き
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
や
や
低
め
に
す
る
の
が
こ

つ
で
す
。

（２）
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、
部
屋

は
適
当
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

（３）
温
度
の
急
激
な
変
化
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

「
年
金
は
世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
」

皆
さ
ん
本
格
的
な
少
子
・
高
齢

社
会
の
到
来
を
控
え
公
的
年
金
の

役
割
は
す
べ
て
の
国
民
に
と
っ
て

重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
切
な
制
度
を
、
安
定
的

に
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
行
く

た
め
に
は
、「
世
代
間
扶
養
」
を

国
民
一
人
一
人
が
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
Z

い
つ
か
必
ず
、
自
分
自
身
が
支

え
ら
れ
る
時
が
来
ま
す
。

年
金
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
下

さ
い
。

年
金
は
自
分
自
身
が
、
主
人
公

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

下
さ
い
。

防 災 だ よ り
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中
学
校
恒
例
の
文
化
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
中
の
全
体
発
表

で
は
、
学
習
発
表
が
中
心
で
し
た

が
、
中
で
も
全
校
生
徒
に
よ
る
手

話
を
使
っ
た
合
唱
や
、
音
楽
部
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

は
、
新
し
い
取
り
組
み
で
、
好
評

で
し
た
。

ま
た
、
昼
食
作
り
、
生
徒
に
よ

る
コ
ー
ナ
ー
展
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

不
用
品
即
売
会
な
ど
、
多
く
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、
盛
会
に
終

わ
り
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
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身
も
心
も
凍こ
お

り
つ
き
い
て
寸
刻
す
ん
き
ざ

み
に

揺ゆ

れ
る
か
ず
ら
橋
ひ
た
す
ら
渡
る

上
林
ヨ
シ
子

徴
ち
ょ
う

用
工
・
そ
し
て
兵
役
・
終
戦
と

自
由
な
き
青
春
が
今
は
愛い
と

し
き

戸
田
　
薫
明

丹
精
た
ん
せ
い

を
こ
め
て
作
り
し
作
荒
ら
し

人
家
に
迫
る
猪
い
の
し
しの
群む

れ

清
水
　
菊
江

静
か
な
る
刻と
き

流
れ
ゆ
く
面お
も

河ご

渓け
い

淀よ
ど

み
し
水み
な

面も

に
写
す
岩
肌は
だ

谷
本
　
愛
子

三
度
来
て
天て
ん

狗ぐ

岳だ
け

の
紅
葉
も
み
じ

い
ま
見
頃

西に
し

陽び

を
う
け
て
燃も

え
い
づ
る
ご
と

山
本
カ
シ
子

自
　
10
・
９
・
11

至
　
10
・
11
・
10

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

福
宮
ほ
の
か
（
国
　
木
）父
　
　
聖

母
　
ひ
か
る

☆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

矢
野
　
清
盛
（
竹
の
瀬
）

85
歳

中
岡
　
　
茂
（
中
大
成
）

76
歳

小
林
　
　
栄
（
中
大
成
）

66
歳

久
保
　
芳
春
（
川
　
上
）

77
歳

梅
田
フ
ジ
子
（
三
久
保
）

86
歳
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同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
「
寝
た
子
を
起
こ
す

な
」
式
の
考
え
方
の
問
題
点
に
つ

い
て
考
え
て
来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
い
ま

だ
に
少
な
く
な
い
と
い
う
現
実

は
、
同
和
問
題
の
解
消
が
、
十
分

に
は
国
民
全
体
の
課
題
と
は
な
り

き
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「

自
分
は
地
区
出
身
で
も
な
い

し
、
ま
し
て
差
別
な
ど
し
た
こ
と

も
な
い
か
ら
、
同
和
問
題
と
は
か

か
わ
り
が
な
い
。
ま
た
、
か
か
わ

り
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

同
和
問
題
は
、
今
、
人
権
問
題

の
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

十
年
」
の
国
内
行
動
計
画
で
は
、

女
性
や
子
ど
も
、
障
害
者
問
題
等

と
と
も
に
、
同
和
問
題
が
重
要
課

題
と
さ
れ
、
積
極
的
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
進
め
て
き
た
同
和
教
育

は
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
普
遍
的
な

人
権
問
題
、
差
別
問
題
と
し
て
、

そ
の
解
消
に
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

従
っ
て
こ
れ
か
ら
は
、
人
権
尊

重
と
い
う
視
点
か
ら
私
た
ち
の
生

活
や
自
ら
の
生
き
方
を
見
直
す
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

加
え
て
、
日
本
の
産
業
構
造
や

経
済
活
動
、
教
育
活
動
等
の
変
化

に
伴
い
国
民
の
価
値
観
が
多
様
化

し
、
社
会
的
な
規
範
意
識
も
変
化

し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
私
た
ち
も
、
鋭

い
人
権
感
覚
を
養
い
、
新
た
な
社

会
規
範
、
価
値
意
識
に
適
応
す
る

生
き
方
や
生
活
を
創
造
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
）

☆
教
育
委
員
会

委
員
長
　
佐
々
木
　
一
　
男

職
務
代
理

久
　
保
　
義
　
雪

委
　
員
　
本
　
田
　
八
千
代

〃
　
　
森
　
川
　
好
　
二

役
職
員
紹
介

文
　
化
　
祭

11/22

簡
易
資
金

還
元
融
資
事
業

簡
易
生
命
保
険
積
立
金
（
簡

保
資
金
）
は
、
将
来
の
保
険
金
等

の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
積
み
立

て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
資
金
は
、
加
入
者
の
み

な
ら
ず
国
民
全
体
の
地
域
社
会
の

発
展
と
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
役

立
て
よ
う
と
地
方
公
共
団
体
に
還

元
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
道
路
整
備
事
業
、

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
顕
彰
事
業
で

あ
る
「
飛
翔
の
像
」、
横
通
地
区

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
等
に
融
資

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横通地区テレビ
共同受信施設

飛翔の像

～すばらしい演奏でした～
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